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メタボリックシンドローム予防の食生活

吾川自動車吾川自動車

あなたのまちの車やさんあなたのまちの車やさん

お話を伺った皆さん

狩山集落

　狩山日浦は、11 月末現在 42 世

帯、73 人の集落です。池川総合支

所から車で約５分、狩山川に沿っ

て人家が立ち並んでいます。

狩山地区郷社地主神社

　狩山地区の郷社。創立年代は不

詳。言い伝えによると、狩山郷に

民家が５戸ばかりの頃から郷総鎮

守として崇敬を集めていた。

　昭和 50 年８月 17 日来襲の５号

台風による山津波により流出した

が、同 57 年３月再建された。

狩山日浦

集落見聞録
（第40回）

か り 　 　 や ま 　 　 ひ 　    う ら

人
が
助
け
合
い
穏
や
か
に
暮
ら
す「
狩
山
障
子
紙
」の
里

　
集
落
に
住
む
長
山
孝
雄
さ

ん
、
鈴
木
昭
雄
さ
ん
、
鈴
木
辰

雄
さ
ん
、
津
野
節
子
さ
ん
、
中

野
ア
キ
コ
さ
ん
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

　
昔
は
製
紙
業
が
盛
ん

で
、
集
落
の
大
半
の
家

庭
が
楮
・
ミ
ツ
マ
タ
を

栽
培
し
、
自
宅
で
紙
す

き
を
し
販
売
し
て
生
計

を
立
て
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
ど
の
農
家
も
牛

を
飼
い
、
養
蚕
を
行
っ

て
お
り
、
子
ど
も
か
ら

た
く
さ
ん
の
仕
事
を
任

さ
れ
て
大
変
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
な
か
で
も
冬
に
行
う
「
そ
よ

り
」※
の
こ
と
を
「
寒
く
て
辛

か
っ
た
。
一
番
嫌
や
っ
た
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
若
い
頃
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、

旧
富
岡
村
の
狩
山
日
浦
、
大
平
、

楮
原
、
見
ノ
越
の
四
地
区
（
以

下
「
狩
山
地
区
」）
の
独
身
男
女

で
組
織
さ
れ
た
狩

山
青
年
団
で
の
活

動
。
青
年
学
級
で

社
会
の
こ
と
を
学

び
、
男
性
は
柔
道

を
女
性
は
和
裁
を

習
っ
た
り
も
し
ま

し
た
。
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
に
も
熱
心

で
、
毎
日
夕
暮
れ

時
に
な
る
と
旧
狩
山
小
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
集
ま
り
練
習
を

し
、
町
内
で
も
指
折
り
の
強
豪

チ
ー
ム
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
ま
た
「
さ
ざ
波
楽
団
」
と
い

う
楽
団
を
集
落
の
若
者
で
結
成

し
、
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
、
サ
ッ
ク

ス
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
バ
イ
オ
リ

ン
な
ど
当
時
は
珍
し
い
楽
器
も

自
分
た
ち
で
演
奏
し
、
演
芸
会

な
ど
の
場
で
披
露
し
て
百
人
以

上
を
集
客
す
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ

り
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　「
楽
団
は
本
格
的
で
、
よ
そ
か

ら
大
勢
見
に
来
る
く
ら
い
人
気

が
あ
っ
た
ん
よ
」「
演
芸
会
で
は

他
に
も
踊
り
や
ら
歌
や
ら
賑
や

か
で
、
司
会
も
プ
ロ
級
で
楽
し

か
っ
た
ね
ぇ
」
と
昔
話
に
花
が

咲
く
皆
さ
ん
。

　
狩
山
地
区
に
伝
わ
る
「
狩
山

豊
年
踊
り
」
も
若
い
頃
の
思
い

出
の
一
つ
。
狩
山
小
学
校
に
集

ま
っ
て
長
襦
袢
に
黒
い
襟
を
つ

け
て
踊
り
、
大
き
い
人
の
輪
が

三
つ
も
で
き
る
ほ
ど
大
勢
で
盛

り
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。

　
最
後
に
、
区
長
を
務
め
る
長

山
孝
雄
さ
ん
は
「
狩
山
日
浦
集

落
は
も
ち
ろ
ん
、
狩
山
地
区
の

皆
が
仲
が
良
い
。
年
に
二
回
の

地
主
神
社
の
神
祭
も
、
協
力
し

お
互
い
助
け
合
っ
て
行
っ
て
い

ま
す
。
若
者
が
少
な
い
集
落
で

色
々
と
不
安
も
あ
る
け
ど
、
皆

が
仲
良
い
こ
と
が
宝
で
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

※「
そ
よ
り
」
…
水
に
さ
ら
し
た
楮
の

埃
を
取
り
除
く
作
業
。
寒
い
時
期

に
製
造
し
た
和
紙
の
方
が
品
質
が

良
い
た
め
、
冬
季
に
作
業
し
た
。

狩
山
障
子
紙

　
昭
和
五
十
五
年
五
月
十
三
日

に
県
無
形
文
化
財
に
指
定
。

　
狩
山
地
区
で
製
造
さ
れ
た
手

す
き
和
紙
は
「
狩
山
障
子
紙
」

「
狩
山
和
紙
」
と
呼
ば
れ
、
水

に
濡
れ
て
も
乾
か
せ
ば
元
通
り

に
な
り
、
破
れ
に
く
い
こ
と
で

特
別
上
質
紙
と
し
て
世
に
重
宝

が
ら
れ
た
。

　
最
盛
期
に
は
東
京
、
茨
城
、

千
葉
、
京
都
、
大
阪
、
淡
路
島
、

松
山
な
ど
に
も
出
荷
し
て
い
た

が
、
だ
ん
だ
ん
と
売
れ
行
き
が

衰
え
、
昭
和
時
代
後
半
に
生
産

が
中
止
さ
れ
た
。



《11》 広報によど川 1月号

こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

　
新
年
を
迎
え
、
一
年
間
が
健

や
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
に
願
っ

た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
食
事
は
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
、
生
涯
を
通
し
て
体
に
必
要

な
栄
養
を
補
給
し
、
お
い
し

い
・
楽
し
い
な
ど
心
の
栄
養
源

に
も
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
毎
日
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
食
事
は
、
食
べ
方

に
よ
っ
て
は
栄
養
が
偏
り
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

招
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
内

臓
脂
肪
が
た
ま
っ
た
肥
満
と
高

血
圧
、
脂
質
異
常
、
高
血
糖
の

う
ち
二
つ
以
上
が
あ
る
状
態
で

す
。
　
町
の
昨
年
度
の
健
診
（
四
十

歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
が
対
象

の
特
定
健
診
）
で
は
、
約
四
人

に
一
人
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
で
し
た
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
は
あ
る
日
突
然
現

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
発
症
す
る
ま
で
に
は

長
い
年
月
を
要
し
、
子
ど

も
時
代
の
生
活
習
慣
が
一

生
の
健
康
を
左
右
す
る
と

も
言
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も

の
頃
肥
満
だ
っ
た
人
の
七

割
以
上
が
大
人
に
な
っ
て

も
肥
満
の
ま
ま
と
い
う
報

告
も
あ
り
ま
す
。

　
心
あ
た
り
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

こ
ど
も
の
場
合

・
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
、
フ
ァ
ー

ス
ト
フ
ー
ド
、
ジ
ュ
ー
ス

が
好
き

・
夜
食
を
よ
く
と
る

・
朝
ご
飯
を
食
べ
な
い

・
好
き
嫌
い
が
多
い

大
人
の
場
合

・
早
食
い
・
ど
か
食
い
・

な
が
ら
食
い
・
つ
ま
み

食
い
・
だ
ら
だ
ら
食
い

・
夕
食
が
遅
い
か
夜
食
を

と
る
習
慣
が
あ
る

太
ら
な
い
食
生
活
を

心
が
け
る
た
め
に

①
一
日
三
食
な
る
べ
く
決

ま
っ
た
時
間
に
食
べ

メタボリックシンドローム予防の食生活メタボリックシンドローム予防の食生活メタボリックシンドローム予防の食生活

る
・
朝
ご
飯
は
抜
か
な
い

②
ゆ
っ
く
り
か
ん
で
満
腹
感
を

得
る

　
脳
が
満
腹
と
感
じ
る
ま
で
の

時
間
は
食
べ
始
め
て
か
ら
約

二
十
分
。
早
食
い
は
肥
満
の

大
敵
。

　
一
口
三
十
回
は
か
む
習
慣
を

身
に
つ
け
る
。

③
ま
と
め
買
い
に
注
意

　
ま
と
め
買
い
は
予
定
外
の
も

の
ま
で
作
り
、
必
要
以
上
に

食
べ
て
し
ま
う
時
が
あ
る
。

④
野
菜
や
海
草
、
き
の
こ
な
ど

食
物
繊
維
か
ら
先
に
食
べ
る

　
食
物
繊
維
は
空
腹
感
を
満
た

す
だ
け
で
な
く
、
血
糖
値
の

上
昇
を
抑
え
る
効
果
が
あ

る
。

⑤
寝
る
二
〜
三
時
間
前
に
は
食

べ
終
わ
る

　
食
べ
て
す
ぐ
眠
っ
て
し
ま
っ

て
は
、
脂
肪
分
を
体
に
た
め

こ
む
だ
け
と
な
る
。

　
大
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も

も
含
め
た
家
族
ぐ
る
み
、
地
域

ぐ
る
み
、
町
全
体
で
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。
生
活
を
振

り
返
っ
て
、
今
年
一
年
間
の
目

標
を
立
て
て
み
て
は
ど
う
で
し

ょ
う
か
。

車検のことならおまかせを！
　一度は電話ください。待ってます！

吾川自動車吾川自動車吾川自動車吾川自動車吾川自動車
電話 ３５-０７７８

営業時間　８：００～１８：００
定 休 日　日曜・祝祭日 第２・４土曜日
仁淀川町向口　代表者 宮崎　照夫

四運証　第80-1115号　トヨタ検定一級技能整備士(保有)
自動車検査員(有資格者)　自動車整備業賠償共済保険加入事業場

あなたのまちの車やさんあなたのまちの車やさんあなたのまちの車やさんあなたのまちの車やさん
広 告 広 告

新春のお慶びを申し上げます
本年もよろしくお願い申し上げます

仁淀川町大崎444-1（JAコスモス吾川支所前）

電　話　0889-20-2026

ＦＡＸ　0889-20-2027

司法書士法人

フレンズ
司法書士　岡 村 敬 造

　土地・建物売買登記、生前贈与登記、相続

登記、商業登記、法人登記、債務整理、自己

破産、裁判に関する手続き等に、司法書士を

ご活用ください。



産
業
別
最
低
賃
金
改
正

の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
だ
よ
り

広報によど川 １月号 《12》

〜
必
ず
チ
ェ
ッ
ク 

最
低
賃
金
！

使
用
者
も 

労
働
者
も
〜

　
高
知
労
働
局
で
は
「
高
知
県

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
子
応
用
装
置
、
映

像
・
音
響
機
械
器
具
製
造
業
最

低
賃
金
」
を
改
正
し
、
十
二
月

三
十
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　
こ
の
決
定
に
よ
り
、
十
二
月

三
十
日
以
降
分
と
し
て
高
知
県

電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子

回
路
、
電
子
応
用
装
置
、
映

像
・
音
響
機
械
器
具
製
造
業
労

働
者
に
支
払
う
賃
金
は
、
一
時

間
七
百
三
十
一
円
以
上
と
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※
高
知
県
内
の
最
低
賃
金
は
、

こ
の
ほ
か
に
、
高
知
県
最
低

賃
金
（
時
間
額
六
百
三
十
一

円
）、
高
知
県
一
般
貨
物
自

動
車
運
送
業
最
低
賃
金
、
高

知
県
道
路
貨
物
運
送
業
最
低

賃
金
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
高
知
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
８
８
・
８
８
５
・
６
０
２
４

　
須
崎
労
働
基
準
監
督
署

　
☎
０
８
８
９
・
４
２
・
１
８
６
６

20
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金
！

　
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ

ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
国
民
年
金
制
度
は
、
老
後
の

所
得
保
障
だ
け
で
は
な
く
、
病

気
や
け
が
で
重
い
障
害
が
残
っ

た
と
き
な
ど
に
も
年
金
が
受
給

で
き
る
よ
う
、
思
い
が
け
な
い

人
生
の
「
万
が
一
」
の
事
態
に

備
え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、

お
互
い
を
支
え
合
う
制
度
で

す
。
　
二
十
歳
に
な
る
と
、
ま
ず
年

金
手
帳
と
納
付
案
内
書
を
お
送

り
し
ま
す
。（
二
十
歳
の
時
点

で
お
勤
め
さ
れ
既
に
厚
生
年

金
・
共
済
組
合
等
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
や
、
そ
の
配
偶
者
と

し
て
扶
養
さ
れ
て
い
る
場
合
を

除
き
ま
す
）
そ
の
年
金
手
帳
に

記
載
さ
れ
た
基
礎
年
金
番
号

は
、
年
金
を
受
給
す
る
と
き
は

も
ち
ろ
ん
、
会
社
に
就
職
す
る

と
き
な
ど
一
生
涯
使
い
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。
　
国
民
年
金
は
、
学
生
の
皆
さ

ん
に
も
保
険
料
（
平
成
二
十
一

年
度
　
月
額
一
万
四
千
六
百
六

十
円
）
の
納
付
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
を
ご
利
用
い
た
だ

く
と
、
在
学
期
間
中
の
保
険
料

を
社
会
人
に
な
っ
て
か
ら
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
以
外
の
二
十
代

の
方
に
は
、
本
人
及
び
配
偶
者

の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
に
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
い
ず
れ
の
制
度
も
、
お
住
ま

い
の
市
町
村
役
場
・
国
民
年
金

担
当
窓
口
に
て
受
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
、
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

い
。
こ
の
届
出
が
さ
れ
な
い
ま

ま
に
な
り
ま
す
と
、
万
一
の
事

故
な
ど
で
、
障
害
者
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
平
成
二
十
一
年
分
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
」
が
送
付
さ

れ
ま
す

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
・

共
済
組
合
な
ど
か
ら
支
給
さ
れ

る
年
金
は
、
所
得
税
法
上
「
雑

所
得
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、

課
税
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
公
的
年
金
等
の
支
払
者
（
社

会
保
険
庁
・
各
共
済
組
合
等
）

か
ら
、
老
齢
年
金
等
を
受
け
て

い
る
方
全
員
に
「
公
的
年
金
等

の
源
泉
徴
収
票
」
を
一
月
三
十

一
日
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

　
こ
の
「
源
泉
徴
収
票
」
に
は
、

平
成
二
十
一
年
中
に
支
払
わ
れ

た
年
金
の
支
払
総
額
、
年
金
か

ら
天
引
き
さ
れ
た
国
保
・
介
護

保
険
料
等
の
金
額
、
源
泉
徴
収

税
（
所
得
税
）
額
及
び
控
除
内

容
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

す
。
　
二
つ
以
上
の
年
金
の
支
払
者

に
扶
養
親
族
等
申
告
書
を
提
出

し
て
い
る
方
や
、
年
金
以
外
に

所
得
が
あ
る
方
、
ま
た
は
公
的

年
金
等
の
雑
所
得
の
合
計
額
が

各
種
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超

え
る
方
な
ど
は
、
税
務
署
で
確

定
申
告
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
確
定
申
告
の
際
に
は
、
こ

の
「
源
泉
徴
収
票
」
が
必
要
で

す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　
万
が
一
紛
失
さ
れ
た
場
合

は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
課
税
の

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
た
め

「
源
泉
徴
収
票
」
は
発
行
さ
れ

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ

　
高
知
西
年
金
事
務
所

　
☎
０
８
８
・
８
７
５
・
１
７
１
７

交通安全協会からお知らせ




